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論　　文　　の　　要　　旨

　フーリエ解析が偏微分方程式の研究に有用であることは古くから知られていたがラCa1deron－

Zygm㎜dは特異積分作用素の理論を開発し。偏微分方程式論に画期的な成果を上げた。それをさら

に一般化し専精密化したのが菅擬微分作用素である。擬微分作用素の全体は楕円型微分作用素の逆

を含む作用素の代数（環）をなしている。これを事波動方程式の解を表示できるように曹さらに拡

張したのがフーリエ積分作用素である。本論文はこの作用素の函数空問での有界性について研究し

たものである。

　線型偏微分方程式の解がデータにフーリエ積分作用素を作用した形に表示できるからヲ解の性質

をデータのそれから知るには害フーリエ積分作用素が適当な函数空問をその函数空問（または異な

る空聞）へ写像することを調べればよい。函数空間が完備ならば必然的に有界になるから雪フーリ

エ積分作用素の有界性を調べることになる。本論文ではヨ函数空間としてラLP事つまりp乗可積分

函数の空間（1，2，4章）ヨとベゾーフ空間ラつまり函数の可微分性をLPノルムで測った空問（3

章）ラを取って争論じている。

　先ず第亙章ではヲ表象がS．P。の擬微分作用素の有界性について論じているラこの場合について

はラA．P．Ca1der㎝とR．Vai11独cortの結果やH．○．CO1desの結果なとがあるがヨ著者は表象の微分可能

性について最小限の（と思われる）仮定冒すなわちヨ表象がB（二で…”）に属すること（つまり雪ベ

ゾーフ空間論の意味で“強く”xおよびξについてn／2回の微分可能性があること）よりL2有界性

を証明している。これまでのすべての結果を含んでいる最も精密なものである。

　第2章は1＜P＜2のときヲS。甲。に属する表象を持つ擬微分作用素のLP有界性を論じている。
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m≦一11／P－1／21が有界となるための必要条件であることは既にL．H◎rmanderが示しており、

m＜一11／P－1／21ならば有界となることも容易に分かる。そこでm＝一11／P一／21の場合が

問題になる事著者はこの場合について、表象の微分可能性の条件を最小限にして有界性を証明した。

つまりラ“強く”xについてn／2回ラξについてn／P回微分可能であれば有界であるという定理を証

明した。これもそれまでの結果をすべて含み、微分可能性の階数をこれより小にすると有界といえ

ない（反例がある）という意味で最も精密なものである。

　第3章は表象が最も一般の場合についてヲ擬微分作用素のベゾーフ空間での有界性を論じている。

ここでも表象の微分可能性についての仮定を最小限して結果を出している。ここでの結果は特にG．

Boむrdaudの最も性質の悪いS。？1に属する表象についての結果（1982年）を含んでいる。

　第4章は1＜P＜。。冒相函数がxξ十φ（ξ）。表象（振幅函数）がa（ξ）の場合について冒フーリ

エ積分作用素のLP一有界性を論じている。a（ξ）は原点の近傍で○ヨ遠方で一k次の同次式である

と仮定する。1980年にJ．Peralはφ（ξ）＝1ξ1のとき“k≧（n－1）11／P－1／21ならば有界”を

示した。k≧（n－1）1ユ／P－1／21が有界性の必要条件であることは1970年にS．Sjotrandにより示

されている。著者は超曲面：φ（ξ）＝1が狭義凸という付加条件のもとでこれが有界性の十分条件で

あることを証明した。それは宮地晶彦およびM．Bea王sの結果を含んでいる。

審　　査　　の　　要　　旨

　著者は第1章ではベゾーフ空間論を使った独持で明快な方法で証明を与えている。以下の章では

これに加えヨハーディ空問などの実解析学の方法も援用し里またヨ準バナッハ空間に関する複素補

間空間論など近年開発された方法を用いラ実に精密な結果を得ている。すなわちヨ著者は函数解析

学ヨ実解析学雪複素函数な・どの方法を巧妙に用いておりヨ本論文の結果は偏微分方程式論にも深く

関連している。

　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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